
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末資料 
 

  

- 87 -



 

 

 

  

 

小小学学校校図図画画工工作作科科ににおおけけるる「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準（（例例））」」  

  

ⅠⅠ  第第 11学学年年及及びび第第２２学学年年  

１ 第 1学年及び第２学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して気付くとともに，手

や体全体の感覚などを働かせ

材料や用具を使い，表し方など

を工夫して，創造的につくった

り表したりすることができる

ようにする。 

造形的な面白さや楽しさ，表し

たいこと，表し方などについて

考え，楽しく発想や構想をした

り，身の回りの作品などから自

分の見方や感じ方を広げたり

することができるようにする。 

楽しく表現したり鑑賞したり

する活動に取り組み，つくりだ

す喜びを味わうとともに，形や

色などに関わり楽しい生活を

創造しようとする態度を養う。 

（小学校学習指導要領 P.129） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して気付いてい

る。 

・手や体全体の感覚などを働

かせ材料や用具を使い，表し

方などを工夫して，創造的に

つくったり表したりしてい

る。 

形や色などを基に，自分のイメ

ージをもちながら，造形的な面

白さや楽しさ，表したいこと，

表し方などについて考えると

ともに，楽しく発想や構想をし

たり，身の回りの作品などから

自分の見方や感じ方を広げた

りしている。 

つくりだす喜びを味わい楽し

く表現したり鑑賞したりする

学習活動に取り組もうとして

いる。 

（改善等通知 別紙４ P.16） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などに気付いている。 

・身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れるとともに，並

べたり，つないだり，積んだり

するなど手や体全体の感覚な

どを働かせ，活動を工夫して

つくっている。 

形や色などを基に，自分のイメー

ジをもちながら，身近な自然物や

人工の材料の形や色などを基に

造形的な活動を思い付き，感覚や

気持ちを生かしながら，どのよう

に活動するかについて考えてい

る。 

つくりだす喜びを味わい楽しく

表現する学習活動に取り組もう

としている。 

 

 

 



 

 

 

  

 

小小学学校校図図画画工工作作科科ににおおけけるる「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準（（例例））」」  

  

ⅠⅠ  第第 11 学学年年及及びび第第２２学学年年  

１ 第 1学年及び第２学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して気付くとともに，手

や体全体の感覚などを働かせ

材料や用具を使い，表し方など

を工夫して，創造的につくった

り表したりすることができる

ようにする。 

造形的な面白さや楽しさ，表し

たいこと，表し方などについて

考え，楽しく発想や構想をした

り，身の回りの作品などから自

分の見方や感じ方を広げたり

することができるようにする。 

楽しく表現したり鑑賞したり

する活動に取り組み，つくりだ

す喜びを味わうとともに，形や

色などに関わり楽しい生活を

創造しようとする態度を養う。 

（小学校学習指導要領 P.129） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して気付いてい

る。 

・手や体全体の感覚などを働

かせ材料や用具を使い，表し

方などを工夫して，創造的に

つくったり表したりしてい

る。 

形や色などを基に，自分のイメ

ージをもちながら，造形的な面

白さや楽しさ，表したいこと，

表し方などについて考えると

ともに，楽しく発想や構想をし

たり，身の回りの作品などから

自分の見方や感じ方を広げた

りしている。 

つくりだす喜びを味わい楽し

く表現したり鑑賞したりする

学習活動に取り組もうとして

いる。 

（改善等通知 別紙４ P.16） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などに気付いている。 

・身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れるとともに，並

べたり，つないだり，積んだり

するなど手や体全体の感覚な

どを働かせ，活動を工夫して

つくっている。 

形や色などを基に，自分のイメー

ジをもちながら，身近な自然物や

人工の材料の形や色などを基に

造形的な活動を思い付き，感覚や

気持ちを生かしながら，どのよう

に活動するかについて考えてい

る。 

つくりだす喜びを味わい楽しく

表現する学習活動に取り組もう

としている。 
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(2)「絵や立体，工作」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などに気付いている。 

・身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れるとともに，手や

体全体の感覚などを働かせ，表

したいことを基に表し方を工

夫して表している。 

形や色などを基に，自分のイメー

ジをもちながら，感じたこと，想

像したことから，表したいことを

見付け，好きな形や色を選んだ

り，いろいろな形や色を考えたり

しながら，どのように表すかにつ

いて考えている。 

つくりだす喜びを味わい楽しく

表現する学習活動に取り組もう

としている。  

 

(3)「鑑賞」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分の感覚や行為を通して，形や

色などに気付いている。 

形や色などを基に，自分のイメー

ジをもちながら，自分たちの作品

や身近な材料などの造形的な面

白さや楽しさ，表したいこと，表

し方などについて，感じ取ったり

考えたりし，自分の見方や感じ方

を広げている。 

つくりだす喜びを味わい楽しく

鑑賞する学習活動に取り組もう

としている。 

 

  

 

ⅡⅡ  第第３３学学年年及及びび第第４４学学年年  

１ 第３学年及び第４学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して分かるとともに，手

や体全体を十分に働かせ材料

や用具を使い，表し方などを工

夫して，創造的につくったり表

したりすることができるよう

にする。 

造形的なよさや面白さ，表した

いこと，表し方などについて考

え，豊かに発想や構想をした

り，身近にある作品などから自

分の見方や感じ方を広げたり

することができるようにする。 

進んで表現したり鑑賞したり

する活動に取り組み，つくりだ

す喜びを味わうとともに，形や

色などに関わり楽しく豊かな

生活を創造しようとする態度

を養う。 

（小学校学習指導要領 P.130） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して分かってい

る。 

・手や体全体を十分に働かせ

材料や用具を使い，表し方な

どを工夫して，創造的につく

ったり表したりしている。 

形や色などの感じを基に，自分

のイメージをもちながら，造形

的なよさや面白さ，表したいこ

と，表し方などについて考える

とともに，豊かに発想や構想を

したり，身近にある作品などか

ら自分の見方や感じ方を広げ

たりしている。 

つくりだす喜びを味わい進ん

で表現したり鑑賞したりする

学習活動に取り組もうとして

いる。 

（改善等通知 別紙４ P.16） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの感じが分かってい

る。 

・材料や用具を適切に扱うとと

もに，前学年までの材料や用具

についての経験を生かし，組み

合わせたり，切ってつないだ

り，形を変えたりするなどし

て，手や体全体を十分に働か

せ，活動を工夫してつくってい

る。 

形や色などの感じを基に，自分の

イメージをもちながら，身近な材

料や場所などを基に造形的な活

動を思い付き，新しい形や色など

を思い付きながら，どのように活

動するかについて考えている。 

つくりだす喜びを味わい進んで

表現する学習活動に取り組もう

としている。  
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ⅡⅡ  第第３３学学年年及及びび第第４４学学年年  

１ 第３学年及び第４学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して分かるとともに，手

や体全体を十分に働かせ材料

や用具を使い，表し方などを工

夫して，創造的につくったり表

したりすることができるよう

にする。 

造形的なよさや面白さ，表した

いこと，表し方などについて考

え，豊かに発想や構想をした

り，身近にある作品などから自

分の見方や感じ方を広げたり

することができるようにする。 

進んで表現したり鑑賞したり

する活動に取り組み，つくりだ

す喜びを味わうとともに，形や

色などに関わり楽しく豊かな

生活を創造しようとする態度

を養う。 

（小学校学習指導要領 P.130） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して分かってい

る。 

・手や体全体を十分に働かせ

材料や用具を使い，表し方な

どを工夫して，創造的につく

ったり表したりしている。 

形や色などの感じを基に，自分

のイメージをもちながら，造形

的なよさや面白さ，表したいこ

と，表し方などについて考える

とともに，豊かに発想や構想を

したり，身近にある作品などか

ら自分の見方や感じ方を広げ

たりしている。 

つくりだす喜びを味わい進ん

で表現したり鑑賞したりする

学習活動に取り組もうとして

いる。 

（改善等通知 別紙４ P.16） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの感じが分かってい

る。 

・材料や用具を適切に扱うとと

もに，前学年までの材料や用具

についての経験を生かし，組み

合わせたり，切ってつないだ

り，形を変えたりするなどし

て，手や体全体を十分に働か

せ，活動を工夫してつくってい

る。 

形や色などの感じを基に，自分の

イメージをもちながら，身近な材

料や場所などを基に造形的な活

動を思い付き，新しい形や色など

を思い付きながら，どのように活

動するかについて考えている。 

つくりだす喜びを味わい進んで

表現する学習活動に取り組もう

としている。  
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(2)「絵や立体，工作」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの感じが分かってい

る。 

・材料や用具を適切に扱うとと

もに，前学年までの材料や用具

についての経験を生かし，手や

体全体を十分に働かせ，表した

いことに合わせて表し方を工

夫して表している。 

形や色などの感じを基に，自分の

イメージをもちながら，感じたこ

と，想像したこと，見たことから，

表したいことを見付け，表したい

ことや用途などを考え，形や色，

材料などを生かしながら，どのよ

うに表すかについて考えている。 

つくりだす喜びを味わい進んで

表現する学習活動に取り組もう

としている。 

 

 

(3)「鑑賞」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分の感覚や行為を通して，形や

色などの感じが分かっている。 

形や色などの感じを基に，自分の

イメージをもちながら，自分たち

の作品や身近な美術作品，製作の

過程などの造形的なよさや面白

さ，表したいこと，いろいろな表

し方などについて， 感じ取った

り考えたりし，自分の見方や感じ

方を広げている。 

つくりだす喜びを味わい進んで

鑑賞する学習活動に取り組もう

としている。  

  

    

 

ⅢⅢ  第第５５学学年年及及びび第第６６学学年年  

１ 第５学年及び第６学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して理解するとともに，

材料や用具を活用し，表し方な

どを工夫して，創造的につくっ

たり表したりすることができ

るようにする。 

造形的なよさや美しさ，表した

いこと，表し方などについて考

え，創造的に発想や構想をした

り，親しみのある作品などから

自分の見方や感じ方を深めた

りすることができるようにす

る。 

主体的に表現したり鑑賞した

りする活動に取り組み，つくり

だす喜びを味わうとともに，形

や色などに関わり楽しく豊か

な生活を創造しようとする態

度を養う。 

（小学校学習指導要領 P.132） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して理解してい

る。 

・材料や用具を活用し，表し方

などを工夫して，創造的につ

くったり表したりしている。 

 

形や色などの造形的な特徴を

基に，自分のイメージをもちな

がら，造形的なよさや美しさ，

表したいこと，表し方などにつ

いて考えるとともに，創造的に

発想や構想をしたり，親しみの

ある作品などから自分の見方

や感じ方を深めたりしている。 

つくりだす喜びを味わい主体

的に表現したり鑑賞したりす

る学習活動に取り組もうとし

ている。 

（改善等通知 別紙４ P.17） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの造形的な特徴を理

解している。 

・活動に応じて材料や用具を活

用するとともに，前学年までの

材料や用具についての経験や

技能を総合的に生かしたり，方

法などを組み合わせたりする

などして，活動を工夫してつく

っている。 

形や色などの造形的な特徴を基

に，自分のイメージをもちなが

ら，材料や場所，空間などの特徴

を基に造形的な活動を思い付き，

構成したり周囲の様子を考え合

わせたりしながら，どのように活

動するかについて考えている。 

つくりだす喜びを味わい主体的

に表現する学習活動に取り組も

うとしている。  
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ⅢⅢ  第第５５学学年年及及びび第第６６学学年年  

１ 第５学年及び第６学年の目標と評価の観点及びその趣旨 

目

標 

（１） （２） （３） 

対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して理解するとともに，

材料や用具を活用し，表し方な

どを工夫して，創造的につくっ

たり表したりすることができ

るようにする。 

造形的なよさや美しさ，表した

いこと，表し方などについて考

え，創造的に発想や構想をした

り，親しみのある作品などから

自分の見方や感じ方を深めた

りすることができるようにす

る。 

主体的に表現したり鑑賞した

りする活動に取り組み，つくり

だす喜びを味わうとともに，形

や色などに関わり楽しく豊か

な生活を創造しようとする態

度を養う。 

（小学校学習指導要領 P.132） 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して理解してい

る。 

・材料や用具を活用し，表し方

などを工夫して，創造的につ

くったり表したりしている。 

 

形や色などの造形的な特徴を

基に，自分のイメージをもちな

がら，造形的なよさや美しさ，

表したいこと，表し方などにつ

いて考えるとともに，創造的に

発想や構想をしたり，親しみの

ある作品などから自分の見方

や感じ方を深めたりしている。 

つくりだす喜びを味わい主体

的に表現したり鑑賞したりす

る学習活動に取り組もうとし

ている。 

（改善等通知 別紙４ P.17） 

 

２ 内容のまとまりごとの評価規準（例） 

(1)「造形遊び」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの造形的な特徴を理

解している。 

・活動に応じて材料や用具を活

用するとともに，前学年までの

材料や用具についての経験や

技能を総合的に生かしたり，方

法などを組み合わせたりする

などして，活動を工夫してつく

っている。 

形や色などの造形的な特徴を基

に，自分のイメージをもちなが

ら，材料や場所，空間などの特徴

を基に造形的な活動を思い付き，

構成したり周囲の様子を考え合

わせたりしながら，どのように活

動するかについて考えている。 

つくりだす喜びを味わい主体的

に表現する学習活動に取り組も

うとしている。  
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(2)「絵や立体，工作」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して，形

や色などの造形的な特徴を理

解している。 

・表現方法に応じて材料や用具

を活用するとともに，前学年ま

での材料や用具などについて

の経験や技能を総合的に生か

したり，表現に適した方法など

を組み合わせたりするなどし

て，表したいことに合わせて表

し方を工夫して表している。 

形や色などの造形的な特徴を基

に，自分のイメージをもちなが

ら，感じたこと，想像したこと，

見たこと，伝え合いたいことか

ら，表したいことを見付け，形や

色，材料の特徴，構成の美しさな

どの感じ，用途などを考えなが

ら，どのように主題を表すかにつ

いて考えている。 

つくりだす喜びを味わい主体的

に表現する学習活動に取り組も

うとしている。  

 

(3)「鑑賞」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分の感覚や行為を通して，形や

色などの造形的な特徴を理解し

ている。 

形や色などの造形的な特徴を基

に，自分のイメージをもちなが

ら，自分たちの作品，我が国や諸

外国の親しみのある美術作品，生

活の中の造形などの造形的なよ

さや美しさ，表現の意図や特徴，

表し方の変化などについて，感じ

取ったり考えたりし，自分の見方

や感じ方を深めている。 

つくりだす喜びを味わい主体的

に鑑賞する学習活動に取り組も

うとしている。 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
足達 哲也 群馬県総合教育センター指導主事 

 

 
有川 貴子 浜松市立中ノ町小学校教諭 

 

 
大泉 義一 早稲田大学准教授 

 

 
小林 恭代 千葉県四街道市立栗山小学校教頭 

 

 
中下 美華 京都市立西京極西小学校長 

 

 
西村 德行 東京学芸大学准教授 

 

 
廣田 和人 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 

 

 
山田 芳明 鳴門教育大学大学院教授 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
岡田 京子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
足達 哲也 群馬県総合教育センター指導主事 

 

 
有川 貴子 浜松市立中ノ町小学校教諭 

 

 
大泉 義一 早稲田大学准教授 

 

 
小林 恭代 千葉県四街道市立栗山小学校教頭 

 

 
中下 美華 京都市立西京極西小学校長 

 

 
西村 德行 東京学芸大学准教授 

 

 
廣田 和人 埼玉大学教育学部附属小学校教諭 

 

 
山田 芳明 鳴門教育大学大学院教授 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
岡田 京子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 

学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28年12月21日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31年1月21日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31年3月29日30文科初第1845号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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